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奈良県生駒市出身。大学を卒業した
のち上京、大手旅行会社JTBで15年間に
渡り、法人ソリューション営業を担当
する。2005年には当時の史上最年少営
業マネージャーとして活躍した。2011
年に株式会社オフィスたはらを設立、
代表取締役として、各自治体主催のセ
ミナーや講演活動を行う。2017年4月～
現在、明星大学経営学部・特任教授と
して、地域ブランド開発や観光振興な
ど、産学官の連携をテーマに講義を
行っている。
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発想の転換と皆のハッピーをかなえた事例

▪ プロジェクト名称

「サッカースタジアムで野球イベントの開催事例」

▪ 目的（WHAT）

サッカースタジアムの有効活用

▪ 理由（WHY)

埼玉スタジアム2002は、Jリーグ（浦和レッズ）の本拠地として使用されるが、
Jリーグが開催される水曜と土曜日以外に有効活用したいという要望があった。
一方、当時の野球界では、18年ぶりの優勝を目指して阪神タイガースがペナン
トレースを快走。全国的に虎フィーバーが起きて、試合のチケットはプレミア
化する。新たなファンの受け皿が必要となっていた。

▪ 手段（HOW)

そこで、サッカースタジアムの大型モニターを使用した、野球のパブリック
ビューイング企画を、JTBが企画主催した。サッカー場に野球のファンを招き
入れるという発想の転換を図った企画であった。

また、脱旅行業を目指すJTBにとっては、チケット販売という旅行のノウハウ
を使った新ビジネスへの挑戦であった。

(引用 日経テレコム 2003/07/29 日本経
済新聞 地方経済面埼玉）



4者のハッピーを実現

▪埼玉スタジアムの有効活用

▪阪神タイガースのファンサービスの拡充

▪ JTBの新ビジネスへの参画の社内外PR

▪地域住民が埼玉スタジアムに足を運ぶ機
会の提供

(引用 日経テレコム 2003/08/05 日本経
済新聞 地方経済面埼玉）

しかし、思わぬ
問題に発展。。。



地元の高校生が、地域の対立を解消した事例

▪ プロジェクト名称

「奈良県大和高田市・元気発信プロジェクト」

▪ 目的（WHAT）

「行政と商店街組合の軋轢を解消し、市民協働の推進を図る」

▪ 理由（WHY)

大きな金を投資して、市民協働センターの創設はしたものの、市民交流
の拠点とはなりえていなかった。理由の一つとして、近隣商店街からの
反発があり、その解決策を考える必要があった。

▪ 手段（HOW)

近隣の商業高校とタイアップして、衰退化する地域商店街の活性化プロ
ジェクトを計画した。



地域商店街の店主たちに自信と笑顔が戻り、
対立も解消

▪高校生たちが、商店街を練り歩き「昭
和っぽい」を発掘、SNSに投稿。

▪高校生が媒介役となり、行政や商店街
同士の関係も自然に良好化。

▪新しい取り組みも生まれ、継続して活
動を推進している。



学生によるあきる野市の活性化と地域愛着
醸成事例

▪ プロジェクト名称

「あきる野プラネットカフェ」

▪ 目的（WHAT）

交流拠点の創出と地域住民の愛着と誇りの醸成を図る。

▪ 理由（WHY)

近隣に大型商業施設が開設したことで、秋川駅周辺の
地域商業の衰退化が危惧される。空き店舗が増え、地
域の活力が失われていくことに危機感をもった。

▪ 手段（HOW)

空き店舗を活用し、地域の素材を使ったオリジナルス
イーツの開発と、地域住民の交流拠点の創出。



地域の魅力再発見と学生の地域参画の促進

▪ 地域住民の地域への魅力の再発見

▪ 市と大学のPR効果

2019年10月～12月大学プレスリリー
スアクセス1位獲得、2020年度年間12
位。

▪ 新たな活動の呼び起こし

2021年度、新たに市内の起業と産学
連携事業がスタート



本講座の狙い
▪ 地方創生の概念や、議論されるに至った
背景、今までの取組を振り返り、今後の
方向性を考える。



大テーマ 各回のサブテーマ 内容

地方創生概
論 1回目：地方創生とは？

地方創生の概念、考え方、意義
について

2回目：地方創生の背景と
現状

地方創生の各自治体毎の取り組
みの振り返り。

3回目：地方創生の取り組
むべき方向性

地方創生の今後の取り組むべき
方向性について本講座の全体像、
狙いなど



地方創生とは？



⚫ 2014年9月第2次安部改造内閣にて、最大かつ重要課題として

「地方創生」が掲げられた。

⚫ 少子高齢化や人口減少という課題に対し、「各地域がそれぞれの特徴を活かした
自律的で持続的な社会を創生する」ということを目指し、内閣に「まち・ひと・
しごと創生本部」を設置。

⚫ 同年11月に「まち・ひと・しごと創生法」が施行。

⇒「地方への新たな人の流れをつくる」「時代に合った地域をつくり、安心な暮ら
しを守るとともに、地域と地域を連携する」などが政策パッケージとして示される。

（出所 JICE国土技術研究センター（2015）「特集：地方創生ー地方創生の方向
性」）

(出所 日本経済新聞 2014年6月15日 朝刊）



（出所 JICE国土技術研究センター（2015）「特集：地方創生ー地方創生の方向性」）

国・都市 地方

交付税などによる所得再
配分など

一次産業などにより、都
市を支える

（今まで）
全国一律の施策展開

自立した
地域

自立した
地域

自立した
地域

（新しい概念）
交流・対流を生み出す
仕組みづくり



▪ 「中央公論」2013年12月号に、いわゆる「増田論文」が
「壊死する地方都市」を投稿し、世間にインパクトを与
えた。

⇒政府も政策として取り入れることに。

コンパクトシティーづくりや、公共投資の無駄の削減な
ど、政府の政策的意図と合致。また、ＴＰＰへの参加で、
反発する地方との融和を図る必要もあった。

（出所 片山善博他(2015)「あるべき『地方創生』とは」岩波書店世界5月号）
(出所 日本経済新聞 2014年8月19日 朝刊）



▪ 地域の自立
▪ 価値の認識と価値共創（資源の発掘と資源磨き）

▪ 担い手の確保と育成（関係人口の獲得）

▪ 他地域との連携や交流機会の創出

▪ 自立とは？何から自立するのか？

▪ 地方は何を目指すべきなのか？



▪「国の地方創生という企てから逃げること。本当の
地方創生は、国とは無関係に自主・自立して考える
ということ」（金井利之,2015）

（出所 山下祐介・金井利之（2015）「地方創生の正体ーなぜ地域政策は失敗するのか」ちくま新書）



▪「人口や経済以外の評価軸も必要では」（山下祐介,2015）

（出所 山下祐介・金井利之（2015）「地方創生の正体ーなぜ地域政策は失敗するのか」ちくま新書）



地方創生とは
▪ 地域が国から「自立」するために、他地
域と連携し、地域とかかわる多様な人口
（関係人口）を獲得し、地域住民の「ウ
エルビーイング」を果たすことではない
だろうか。



地方創生の各自治体の取組み

(出所 内閣府（2016）「地方創生事例集」
https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/kouhukin-jirei.pdf

https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf

最終閲覧日：2021年5月24日）

https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf
https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf


◆主要カテゴリー
1. 「ローカルイノベーション」

2. 「農林水産業の成長産業化」

3. 「観光振興（ＤＭＯ、他）」

4. 「地方移住・人材育成」

5. 「生涯活躍のまちの推進」

6. 「働き方改革」

7. 「まちづくり」

8. 「小さな拠点」



▪ 若手後継者の育成が大きな課題

▪ 国内外へ積極的な販路拡大

▪ 生産者と企業とのマッチングを図る



▪ 田舎暮らしを求める若者の移住促進

▪ 「半農半Ｘ」の新しいライフスタイ
ルの創出

▪ 地域おこし協力隊制度の活用で、新
ビジネスの開拓



▪ アクセスの悪さなどから観光入り込
み客数の減少

▪ ＤＭＯの創設と地域間連携のスキー
ムつくり

▪ オルレコースなどの新たな観光資源
の掘り起こし



▪ 「忍者」というコンテンツの整備の
必要性

▪ 「日本忍者協議会」の設立と事業推
進体制の構築

▪ 地域連携による、ＰＲの推進、大規
模イベントの実施による誘客



▪ 全国7市町の広域連携による人材育成
事業

▪ 都市部に集中する人材の地方への還
流モデルの構築

▪ 熱中小学校を軸に、ベンチャー企業
の誘致、廃校の有効活用、耕作放棄
地の活用により産業創出、街中での
イベント開催など複合的な政策を展
開



▪ 高齢者の地域への移住・定住環境の
構築

▪ 空き家の有効活用、小さな拠点づく
り、健康増進などの複合的な政策連
携

▪ まちづくり会社の設立と、自立を目
指した運営



▪ 多様なキャリアをもつ女性の社会進
出の支援体制の確立

▪ 新ビジネスの開拓と起業支援の展開

▪ ライフサポートセンターの設立と自
立運営への道筋



▪ 賑わい創出の取り組みの一過性

▪ 金魚を活用した、持続性あるまちづ
くりの仕掛けの考案

▪ 地域商店とのタイアップで、観光客
の市内滞留を促進させる



▪ 少子高齢化の促進で地域コミュニ
ティーの機能低下

▪ 都市部との接点をつくるための拠点
として、道の駅の創設

▪ 地域ブランド開発や販路開拓等、地
域商社としての機能



観光促進

人材育成

産業促進

産業促進

観光促進

産業促進

産業促進

産業促進

観光促進

観光促進

産業促進

観光促進

商業振興

商業振興

人材育成

人材育成

人材育成



出産・子育て

交流促進

交流促進

交流促進

健康促進

健康促進

産業促進

産業促進

交流促進

健康促進

雇用創出

産業促進

人材育成

観光促進

交流促進

産業促進

商業振興

住民参画



産業促進

産業促進

住民参画

人材育成

商業振興

住民参画

観光DMO

住民参画

観光DMO

地域連携

観光DMO

商業振興

観光振興

観光DMO

産業促進

人材育成

住民参画

交流促進



関係者連携

産業促進

人材確保

人材育成

人材育成

産業促進

関係者連携

人材育成

住民参画

交流促進

観光促進

人材育成

定住促進

商業振興

産業促進

住民参画

人材育成

産業促進



住民参画

人材育成

商業振興

人材育成

産学官民連携

観光促進

商業振興

人材育成

人材育成

産業促進

産業促進

人材育成

商業振興

観光促進

産業促進

住民参画

産業促進



観光促進
事例

(出所 内閣府（2016）「地方創生事例集」https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf

最終閲覧日：2021年5月24日）

https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf


交流促進
事例

(出所 内閣府（2016）「地方創生事例集」https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf

最終閲覧日：2021年5月24日）

https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf


商業振興
事例

(出所 内閣府（2016）「地方創生事例集」https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf

最終閲覧日：2021年5月24日）

https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf


人材育成
事例

(出所 内閣府（2016）「地方創生事例集」https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf

最終閲覧日：2021年5月24日）

https://www.chisou.go.jp/sousei/pdf/chihousousei_jireisyu.pdf


産業促進



地域内外の人と人との交流を促進し、地域を活性化していく。

そのための拠点づくり（ハード）や、人材育成（ソフト）事業を行う事例が多い。

観光サービスや地域ブランドの開発はその手段。単体で厳しければ、地域間連携や、
地域内連携も有効となる。

地域経済が潤い、雇用を創出し、やがて人々の誇りや地域愛着の醸成を実現すること
を追求してきた活動であった。



地方創生の取り組むべき課題と

本講座の全体像



⚫ 4県（愛媛・石川・神奈川・岩手）79自治体を対象とした調査

✓ 1位：財源確保（35％）

✓ 2位：人口減少（33％）

✓ 3位：人材確保（20％）

✓ 4位：産業・雇用・所得（11％）

(出所 牧瀬稔（2021）「地方創生の現状と課題アンケート」地方行政,11031号,pp.2-6.）



▪かけたお金が地域に還元されていない
（木下斉氏）
✓補助金を使って、外部業者に丸投げするイ
ベントの実施など

※行政は、業者に一方的に委ねるのではな
く、パートナーとして、一緒に戦略を構築
する姿勢が必要ではないか？

（出所 飯田泰之（2016）「地域再生の失敗学」光文社新書）



▪成功事例のコピーをしているに過ぎない
（川崎一泰氏）
✓「成功している」と噂される商店街を視察し、
巨額なハード（アーケード）をつくれば成功す
ると考える
※商店街が非活性化している本質的な要因をつ
きとめていない。地域内部に存在する課題を、
地域のステークホルダーと合意形成を重ねなが
ら解決するリーダーシップが必要なのでは？

（出所 飯田泰之（2016）「地域再生の失敗学」光文社新書）



▪東京一極集中を前提として、地方の生き
残りを（入山章栄氏）

✓非公式な知識の集積場を意識的につくっていく
ことが重要
※知識やスキルを持った人材を地域でいかにス
トックするかが重要な時代になってきている。
静的なリソースではなく、動的なリソース磨き。
それを実現させる「場」の創造が地域には求め
られるのでは。

（出所 飯田泰之（2016）「地域再生の失敗学」光文社新書）



▪「足りないモノ探し」はやめるべき

（林直樹氏）
✓「秩序ある人口減少」は悪い話ではない。人口減
を前提にした考え方を模索するべきではないか？

※あれもこれもではなく、劣後順位に立って、手
放すモノを考える。ゆるやかに坂道を下るという
意志決定を下すときに来ているのではないか。

（出所 飯田泰之（2016）「地域再生の失敗学」光文社新書）



▪官民の人材流動化が機能していない
（熊谷俊人氏）
✓役所と民間での人材の行き来がもっとあるべきで
はないか

※地域には有能な人材が潜在しており、それを
もっと有効に活用する仕組みを整えるべきではな
いか。「まちづくり」に参画したいが、どのよう
に参画して良いのかしらない企業人材は多いはず。

（出所 飯田泰之（2016）「地域再生の失敗学」光文社新書）



人口減少時
代の自治体
戦略（交
流・関係人
口の誘客）

人口減少時
代の自治体
戦略（担い
手の確保と
育成）

担い手によ
る地域活性
（地域商業
の活性化）

まちづくり
最近の潮流
（ＤＭＯ、
ニューノー
マル他）

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

4つの主要テーマ

に沿って、理論と
実践の双方から、
これからの地方創
生について考えま
す。



大テーマ 各回のサブテーマ 内容

地方創生概
論 1回目：地方創生とは？

地方創生の概念、考え方、意義
について

2回目：地方創生の背景と
現状

地方創生の各自治体毎の取り組
みの振り返り。

3回目：地方創生の取り組
むべき方向性

地方創生の今後の取り組むべき
方向性について本講座の全体像、
狙いなど


